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   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６３０Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月21日(2020.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステンレス層とアルミニウム合金層からなる圧延接合体であって、アルミニウム合金が
、Ｍｇ、Ｍｎ、Ｓｉ及びＣｕから選ばれる少なくとも１種の添加金属元素を含有し、添加
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金属元素の合計含有量が１質量％超であり、圧延接合体のピール強度が６０Ｎ／２０ｍｍ
以上であり、圧延接合体の限界絞り比が１．２０以上であり、ステンレス層の厚みの標準
偏差が２．０μｍ以下である、前記圧延接合体。
【請求項２】
　アルミニウム合金層の厚みが０．０１ｍｍ～２．５ｍｍである、請求項１に記載の圧延
接合体。
【請求項３】
　引張試験による伸びが３５％以上である、請求項２に記載の圧延接合体。
【請求項４】
　ＪＩＳ　Ｚ　２２０１における特別試験片６号を用いた引張試験による引張強さが、３
０００Ｎ以上である、請求項３に記載の圧延接合体。
【請求項５】
　アルミニウム合金層の厚みがステンレス層の厚みよりも厚い、請求項１～４のいずれか
１項に記載の圧延接合体。
【請求項６】
　アルミニウム合金がＭｇを０．３質量％以上含有する、請求項１～５のいずれか１項に
記載の圧延接合体。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の圧延接合体の製造方法であって、
　　ステンレス板及びアルミニウム合金板の接合面をスパッタエッチングする工程と、
　　スパッタエッチングした表面同士を、アルミニウム合金層の圧下率５％以上且つ圧延
接合体の圧下率１５％以下となるように、常温～１５０℃で圧接して接合する工程と、
　　２００℃～３７０℃でのバッチ焼鈍又は３００～８００℃での連続焼鈍を行う工程と
を含む、前記方法。
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